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９
月
定
例
会
が
８
月
30
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
32
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
た
。

　
本
会
議
２
日
目
に
、
条
例
３
件
、
補
正
予
算
５
件
を
可
決
し
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
公
平
委
員
会
委
員
お
よ
び
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
等
決
算
認
定
の
９
件
を
予
算
決
算
常
任
委
員

会
に
審
査
を
付
託
し
た
。

　
本
会
議
３
日
目
に
、
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
杼
木
栄
司
氏

を
再
任
し
た
。
続
い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
、
11
議
員
が
町
政
を

た
だ
し
た
。

　
最
終
日
に
本
会
議
を
開
き
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
３
件
が
追

加
提
案
さ
れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
等
決
算
認
定
９
議
案
を
含

む
12
議
案
す
べ
て
を
原
案
通
り
可
決
・
認
定
し
た
。

９月定例会の
あらまし

　
農
業
水
利
施
設
の
省
エ
ネ
化
お
よ
び

コ
ス
ト
削
減
に
対
し
て
、
昨
年
度
か
ら

の
電
気
代
高
騰
分
を
町
か
ら
協
議
会
へ

補
助
。

　
補
正
額
１
５
７
万
円

日
野
川
用
水
施
設

管
理
協
議
会
へ
の

負
担
金

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

造
成
工
事
進
む

【
Ｐ
８
の
委
員
会
活
動
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。】

農業水利施設（弓削地先）

　
食
料
品
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
町
内
の
保
育
施
設
に
対
し
、
県
の

補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
す
る
た
め
の

費
用
。

　
補
正
額
２
９
６
万
円

保
育
施
設
へ
の
支
援食材の購入費用に充てられるよ

に予算総額96億5134万円
※�「未来につなぐふるさと交竜寄附金」の増加を見込むため積立金として １億2000万円、ふるさと納税の返礼品等の費用6030万円が計上された。
　その他の主なものは以下のとおり。
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ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
幕
の
修
繕
や
玄
関

自
動
ド
ア
の
修
繕
な
ど
の
費
用
。

　
補
正
額
71
万
円

竜
王
町
公
民
館
修
繕
費町公民館玄関の自動ドア

　
校
舎
の
受
変
電
設
備
の
変
圧
器
交
換

費
用
。

　
補
正
額
94
万
円

竜
王
西
小
学
校
修
繕
費校舎の受変電設備（イメージ図）

　
　
返
礼
品
の
掲
示
や
Ｐ
Ｒ
す
る
に
あ

た
り
、
各
サ
イ
ト
に
掲
示
す
る
手
続

き
、
返
礼
品
の
配
送
の
手
配
を
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

答� 　
　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
の
た
め
、
中

間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
。

問

？
質 

疑
　

令和６年度一般
会計補正予算

1億8859万円 を追加し、

第２回臨時会　７月10日

竜王町総合庁舎１階事務室等
改修工事請負契約の締結
契約金額　１億8315万円
全員賛成で可決

※�「未来につなぐふるさと交竜寄附金」の増加を見込むため積立金として １億2000万円、ふるさと納税の返礼品等の費用6030万円が計上された。
　その他の主なものは以下のとおり。

交流・文教ゾーンの各施設整備スケジュール
令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

令和10年度
（2028年度）

竜王小学校

学童保育所

公園

竜王こども園

学校給食センター

コミュニティセンター

道路および共用駐車場 整備

建築

建築

建築

整備

建築

建築

造成
（上下水道工事含む）

基本設計
実施設計

実施設計

令和７年度末
完成予定

令和７年度末
完成予定
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令
和
５
年
度
決
算
は
、
９
月
11
日
か
ら
13
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
施
策
や
事
業
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
、
次
年
度
予
算
へ
反
映
す
る
た
め
の

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
審
議
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
に
基
づ
く
中
心
核
整
備
に
つ
い

て
、
造
成
事
業
・
新
設
道
路
工
事
、
総
合
庁
舎

別
館
の
改
修
や
物
価
高
騰
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
た
。

　
今
回
は
、
町
総
合
庁
舎
別
館
改
修
工
事
・
介

護
予
防
の
推
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
活
性

化
・
田
ん
ぼ
の
集
約
化
な
ど
を
中
心
に
紹
介
す

る
。

令和５年度
決　算

　
チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
で
、
令
和

５
年
４
月
よ
り
Ｊ
Ｒ
篠
原
駅
南
口
ま
で

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
ま
で
よ
り

移
動
が
便
利
に

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

支
援
事
業
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
に
対

し
ク
ー
ポ
ン
券
や
給
付
金
の
支
給
を
実

施
し
た
。

物
価
高
騰
支
援

ま
だ
ま
だ
続
く

JR篠原駅南口に停車中

　
自
治
会
か
ら
の
役
員
の
選
出
の
見
直

し
等
を
実
施
し
た
。

　
例
え
ば
、
社
会
教
育
推
進
員
、
男
女

共
同
参
画
推
進
員
な
ど
、
自
治
会
か
ら

の
委
員
の
選
出
を
廃
止
し
た
。

　
ま
た
、今
後
、近
隣
の
自
治
会
同
士
で

の
共
同
開
催
の
事
業
等
も
提
案
さ
れ
た
。

自
治
会
の
負
担
軽
減

に
向
け
て

県による出前講座

町
総
合
庁
舎
別
館
（
現 

西
館
）
改
修

活かされた？

改修された西館（１階）

↑�詳しくは、広
報りゅうおう
７月号をご覧
下さい。
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続いている物価高騰

　
　
部
活
動
指
導
員
は
野
球
部
、
女

子
テ
ニ
ス
部
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
、

卓
球
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
各
１

名
、
外
部
指
導
者
と
し
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
、
吹
奏
楽
部
に
各
１
名
で

あ
る
。

答� 　
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ

活
動
で
、
地
域
の
方
が
中
学
校
の
ど

の
部
活
動
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
か
。

問

？
質 

疑
　

私たちの税金、どう

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介

護
保
険
事
業
計
画
を
合
わ
せ
た

「
ス
マ
イ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
た
。
だ
れ
も
が

住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で
安
心

し
て
笑
顔
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
様
々
な
事
業
を
展
開

す
る
。

健
康
維
持
・

介
護
予
防
の
推
進いきいき100歳体操実施中

田
ん
ぼ
の
集
約
化

（
地
域
計
画
の
策
定
）

　
農
業
者
の
減
少
が
進
む
中
、
農

地
を
後
世
に
残
し
、
農
業
を
効
率

的
に
営
む
た
め
将
来
の
農
地
利
用

に
つ
い
て
、話
し
合
い
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
地
域
計
画
は
、
令
和
５・
６
年

度
の
２
年
間
で
策
定
す
る
。

※�

詳
し
く
は
、
Ｐ
６
の
委
員
会
の
活
動
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和５年度一般会計および各特別会計等決算額� （単位：万円）
会　計　名 歳　入 歳　出 議決の内容

一般会計 84億2423 81億399 賛成多数により認定
国民健康保険事業特別会計
（事業勘定） 11億3934 11億3279 全員賛成により認定

国民健康保険事業特別会計
（施設勘定）

医科� 371
歯科� 5592

医科� 371
歯科� 5195 全員賛成により認定

学校給食事業特別会計 6123 6118 全員賛成により認定
介護保険特別会計 10億1414 9億8741 全員賛成により認定
後期高齢者医療特別会計 1億4561 1億4502 全員賛成により認定

水道事業会計 収益的収入� 3億6652
資本的収入� 2億4161

収益的支出� 3億106
資本的支出� 3億7686 全員賛成により認定

下水道事業会計 収益的収入� 5億48
資本的収入� 2億3337

収益的支出� 4億7546
資本的支出� 4億885 全員賛成により認定

A、B：農業を担う者
C、D：農業を担う者以外の耕作者
E：耕作者未定

①地域計画のエリアを設定
②将来の耕作者を決定

（例）
地域計画に含める農地を設定します

A A A A

B A A A

B B D E

C C D

目標地図作成の手順

A、B：農業を担う者
C、D：農業を担う者以外の耕作者
E：耕作者未定

①地域計画のエリアを設定
②将来の耕作者を決定

（例）
地域計画に含める農地を設定します

A A A A

B A A A

B B D E

C C D

目標地図作成の手順

A、B：農業を担う者
C、D：農業を担う者以外の耕作者
E：耕作者未定

①地域計画のエリアを設定
②将来の耕作者を決定

（例）
地域計画に含める農地を設定します

A A A A

B A A A

B B D E

C C D

目標地図作成の手順

する
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1. 農地の出し手・受け手の相対による利用権設定の仕組みの廃止
⇒農地中間管理機構を通じた権利設定に一本化

2．機構による受け手の公募、出し手と受け手のマッチングは廃止
3. 農地一筆ごとに今後利用する担い手を示した「目標地図」を作成
4．機構による農地貸借は、地域計画（目標地図）に基づき行う

地域計画に伴う農地貸借の主な改正ポイント

現状の仕組み
①基盤法に基づく相対による権利
設定 ≪市町≫

②農地中間管理事業による貸借
≪農地中間管理機構≫または

新たな仕組み（Ｒ５～）

地域農業のあり方や農地一筆ごとの農地利用
の姿を明確化した地域計画を策定

地域計画（目標地図）の策定

現状 目標地図

農地中間管理事業による貸借
出し手 受け手

契約条件事前調整

・市町による促進計画案作成
・地域計画(目標地図)と適合確認

機構による貸借手続き

地域計画に伴う農地貸借の主な改正ポイント
1. 農地の出し手・受け手の相対による利用権設定の仕組みの廃止

⇒農地中間管理機構を通じた権利設定に一本化
2．機構による受け手の公募、出し手と受け手のマッチングは廃止
3. 農地一筆ごとに今後利用する担い手を示した「目標地図」を作成
4．機構による農地貸借は、地域計画（目標地図）に基づき行う

地域計画に伴う農地貸借の主な改正ポイント

現状の仕組み
①基盤法に基づく相対による権利
設定 ≪市町≫

②農地中間管理事業による貸借
≪農地中間管理機構≫または

新たな仕組み（Ｒ５～）

地域農業のあり方や農地一筆ごとの農地利用
の姿を明確化した地域計画を策定

地域計画（目標地図）の策定

現状 目標地図

農地中間管理事業による貸借
出し手 受け手

契約条件事前調整

・市町による促進計画案作成
・地域計画(目標地図)と適合確認

機構による貸借手続き

将来の農地利用はどうなるの
　９月６日に総務産業建設常任委員会の所管事務調査において、地域計画の策定に向けての状況につ
いて説明を受けた。

「地域計画」の策定のあり方は調
査
●「地域計画」とは
　農業者の減少や高齢化に伴い、農地の適切な利用
が困難になることが予想され、農地の適切かつ効率
的な利用を図るため、農地利用の集約化の取組を進
めることが課題である。
　このため集落等での話し合いにより、将来の農地
利用の姿を明確化する地域計画を定め、地域内外か
ら農地の受け手を確保し、農地中間管理事業を活用
した農地の集約集積化を進めるもの。

●地域計画の策定Ｑ＆Ａ
◦何を記述するのか
　�　地域農業の将来のあり方（従来の人・農地プラ
ン）に目標地図を作成する。
◦なぜ作成しなければならないか
　�　農業者の減少が進む中、農地を後世に残し、農
業を効率的に営むため将来の農地利用について話
し合い、目指す姿を具体化するため。
◦地域計画を作成しないとどうなるのか　
　�　国・県から地域への支援が受けられない。

町内の田園風景

　地域計画では、これからの農地をどう守って
いくかが問われていると思う。
　話し合いでは若い人が少しでも興味をもって
農業を続けてもらえるようにと思っている。
� 山中地区　市岡文明さん

住民の声
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冷凍庫

保冷剤・保冷用ペットボトル等を常
時冷凍し活用

暑さ指数計と警戒レベル

　気候変動適応法の改正に伴い、本町の学校・園における教育保育活動中の
熱中症予防についてガイドラインが作成された。概要は以下のとおり。

●こども園・小中学校用ガイドライン
　◦熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）発表時の対応
　　　翌日の外遊び、プール等の運動、体育、部活動を中止

　◦暑さ指数による活動時の対応　
　　　暑さ指数が35以上　
　　　　外遊び、プール等の運動、体育、
　　　　部活動を中止
　　　暑さ指数が31以上
　　　　外遊び、プール等の運動、体育、
　　　　部活動を原則中止
　　　暑さ指数が28以上　
　　　　�屋外の激しい運動、持久走等の体温が上昇しやすい運動を避ける。

●小学校における教育活動中の熱中症予防対策
　◦運動会については、例年より１か月遅く10月19日開催を決定
　◦�熱中症警戒アラートが下校時に発表された場合は、保護者の迎えの要
請や教員の引率による下校等で対応

　◦下校時の給水スポットとして、施設や会社に協力依頼

●中学校における部活動用ガイドライン
　�　活動当日の朝５時の発表時点において、東近江市で暑さ指数が31以
上の危険域の予測が出た場合、９時、12時、15時の各時点で運動部活
動の有無を確認する。

※P11・P15に関連記事がありますので、ご覧下さい。

主な質疑応答

町内に指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）として指定している施設はあるのか。問
竜王町総合庁舎、竜王町防災センター、竜王町公民館、竜王町立図書館の４か所を指定している。
熱中症特別警戒情報発表時でなくても、必要に応じて自由に休憩が取れる。

答

学校・園における暑さ対策は調
査

酷暑の夏、子どもたちを守れ
　９月６日に教育民生常任委員会の所管事務調査において、学校・園における暑さ対策について説明
を受けた。

暑さ指数（WBGT）
とは、熱中症の危
険度を示す指標で、
気温や湿度、日射
度などを総合的に
算出されるよ。

近江うし丸
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　８月５日に議会改革特別委員会を開催し、こ
ども議会および多賀町議会視察研修結果の報告
を受けて議論し、９月９日には議員全員のアン
ケート調査の結果について話し合った。

議員定数の削減は慎重な議論が必要！

中心核整備（交流・文教ゾーン）の公園整備は

公園整備の基本設計は調
査

　９月９日に地域活性化特別委員会で中心核整備（交流・文教ゾーン）について、調査を行い、主に
公園整備について、概要の説明を受けた。

●業務の進め方
　◦町民ワークショップ
　　・10月、12月、令和７年２月の３回開催
　　・町のホームページで参加者募集
　◦町民アンケート調査
　　・10月実施
　　・�町ホームページ、広報りゅうおう10月号で

お知らせ
　◦パブリックコメント（意見募集）
　　・�令和７年１月実施
　　・�町民ワークショップ、町民アンケート調査の

結果を反映した公園案についての意見募集
　◦庁内検討委員会
　　・�各担当部門、課内において基本設計や公園機

能の検討

●公園整備スケジュール
　�　令 和 ６ 年 度：基本設計　
　　令 和 ７ 年 度：実施設計　
　　令和８・９年度：工事実施　
　　令 和 ９ 年 度：開園予定

主な質疑応答

ワークショップの実施方法と公園事業費は。問
町民の方からご意見をいただくとともに、
提案を募集して整備内容を検討し最終決定
とする。
　公園整備については、国の交付金等を活
用し、町の負担軽減に努めたい。

答

議員のアンケート結果は優先度の高い順に
①こども議会の開催　　⑤議員研修
②議会ICT化　　　 　　⑥一般質問　
③議会報告会の開催　　⑦議員のなり手不足
④議員定数　　　　　　⑧その他

●�こども議会はこども家庭支援室所管の「こどもま
んなか会議」および教育委員会と連携して、町制
70周年記念行事として進める。
●�ICT化推進では導入したタブレット端末の有効利
用のため、委員会活動の一環として月１回程度勉
強会を行う。
●�議会報告会の開催方法は、議会運営委員会で議論
する。
●�議員定数については、視察研修の結果を受け、更
なる削減にはより慎重な議論が必要であるため、
議論は根底から見直す。一定の結論は令和７年９
月頃に出す予定。

↑�詳しくは、町ホーム
　ページをご覧下さい。

公園整備予定地

図書館

No.209 議会だより
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和６年12月18日㈬予定

※日程は変更になる場合があります。
※議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

ページ 質　問　者 質　　問　　事　　項

10 山田　義明 ・山之上地先の開発と道路整備は
・河川愛護事業の対応は

11 磯部　俊男 ・新型コロナの発生状況と予防対策は
・町立学校・園の熱中症対策は

12 鎌田　勝治 ・行政事務改善委員会の取組は
・放課後児童クラブの今後は

13 橘　せつ子

・中心核整備の財政計画の提示を
・企業誘致と文化財保護のあり方は
※学校給食センターの早期建て替えを
※竜王町公民館のあり方は
※大阪関西万国博覧会への教育旅行の取組は

14 森島　芳男 ・女性等に配慮した避難所を
・IBMグラウンド跡地活用の進捗は

15 大橋　裕子
・猪の柵の設置についての考えは
・竜王町における熱中症対策は
※薬師地先の文化遺産について

16 若井　政彦 ・基幹産業の農業と農家をどう守るのか
・中心核整備計画の見直しと財政計画は

17 澤田　満夫 ・山中地区の活性化は
・少子高齢化での小自治会の課題支援は

18 内山　英作
・東近江地域に新幹線新駅の誘致を
・高齢者への生きがい対策は
※地域のしきたりや慣習の見直しは

19
中村　匡希 ・中心核整備費用等の見通しは
三宅　政仁 ・学生通学費助成制度の現状は

町政
問ここを う!

９月定例会では11議員が25問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

議会だより No.209
りゅうおう9



法教寺川の河川愛護事業

山之上地先の住宅予定地

山
やまだ
田　義

よしあき
明�議員

河
川
愛
護
事
業
の
対
応
は

問答

県
と
連
携
し
支
援
に
努
め
る

　
　
河
川
愛
護
事
業
は
、

高
齢
化
等
に
よ
り
作
業
が

難
し
い
状
況
に
な
り
、
住

民
の
声
に
対
し
て
町
の
対

応
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
町
に
は
、
中
小
の
河
川

が
多
く
あ
り
、
そ
の
堤
防

に
は
草
木
が
茂
り
、
景
観

や
災
害
防
止
に
は
そ
の
対

策
が
必
須
だ
が
、
町
の
対

応
は
。

問

　
　
区
長
会
で
は
、
各
自
治

会
の
条
件
や
事
情
に
差
異
が

あ
り
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
良
い
方
法
を
さ
れ
る
よ
う

自
治
会
長
と
相
談
し
な
が

ら
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
旨
を

周
知
し
、
人
力
以
外
の
機
械

の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

　
当
事
業
は
、
行
政
と
地
域

答�

の
自
主
活
動
に
よ
る
住
民
等

と
の
役
割
分
担
の
も
と
、
協

働
で
河
川
管
理
を
行
い
、
堤

防
等
の
機
能
維
持
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
大
型
機
械

に
よ
る
除
草
範
囲
拡
大
等
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
に

努
め
る
。

　
　

①�

主
要
地
方
道
彦
根･

八

日
市･

甲
西
線
に
近
接

す
る
惣
四
郎
川
に
囲
ま

れ
た
地
域
は
、
町
内
の

住
宅
地
開
発
の
候
補
地

だ
っ
た
。
今
後
の
町
の

取
組
は
。

②�

こ
の
地
に
隣
接
す
る
国

道
４
７
７
号
の
歩
道
設

置
は
県
の
継
続
工
事
で

本
年
完
成
と
聞
く
が
、

い
つ
に
な
る
の
か
。

③�

山
之
上
南
交
差
点
は
、

横
断
歩
道
が
片
方
向
の

み
で
、
反
対
側
に
も
設

置
で
き
な
い
の
か
。

問

　
　

①�

当
該
地
は
現
在
も
住
宅
地

の
候
補
地
で
、
今
後
、
事

業
者
が
あ
れ
ば
実
現
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

②�

国
道
４
７
７
号
の
歩
道

は
、
現
場
精
査
で
当
初
予

定
の
施
工
方
法
で
は
交
通

に
支
障
が
あ
り
、
設
計
お

よ
び
施
工
方
法
の
再
検
討

を
９
月
中
に
ま
と
め
る
。

③�

事
業
の
全
体
計
画
で
は
両

側
歩
道
整
備
も
含
ま
れ
て

お
り
整
備
の
見
通
し
が

立
っ
た
段
階
で
、
県
お
よ

び
公
安
委
員
会
と
協
議
を

進
め
た
い
。

答�

山之上地先の開発と道路整備は問
答 事業者があれば実現できる
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磯
いそべ
部　俊

としお
男�議員

新型コロナの発生状況と予防
対策は

問

答 ワクチン希望者が接種しやすい体制
に努める

　
　

①�

町
で
の
感
染
状
況
は
。

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
時
期
は
。

③
ワ
ク
チ
ン
対
象
者
は
。

④
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
。

⑤�

感
染
者
予
防
に
係
る
啓

発
等
は
。

問

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
の
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

　�

　
併
せ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
々
が

接
種
し
や
す
い
体
制
を
整

え
る
よ
う
町
内
医
療
機
関

と
も
連
携
し
て
取
り
組

む
。

　
　
①�
「
滋
賀
県
感
染
症
発
生
動

向
調
査
」
に
よ
り
１
週
間

の
患
者
報
告
数
を
直
近
情

報
と
し
、
感
染
状
況
を
把

握
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

内
医
療
機
関
で
は
、
５
類

感
染
症
に
移
行
後
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
診
者

数
が
７
月
中
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
最
も
多

く
、
現
在
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。

②�

令
和
６
年
10
月
か
ら
令
和

７
年
３
月
を
予
定
。

③�

65
歳
以
上
の
人
と
、
60
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
人
で
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所

持
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。

④�

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
、

自
己
負
担
金
と
し
て
２
１�

０
０
円
と
し
て
い
る
。

⑤�

手
洗
い
、
手
指
消
毒
、
換

気
、
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
咳

答�

引用：厚生労働省のウェブサイトより

日よけ対策をした外遊び（竜王こども園）

町
立
学
校
・
園
の
熱
中
症
対
策
は

問答

熱
中
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
遵
守

で
取
り
組
む

　
　
①�

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
対
応
は
。

②�

学
校
行
事
に
お
け
る
対

策
は
。

③
授
業
中
の
対
策
は
。

④
下
校
時
で
の
対
策
は
。

問

き
学
習
活
動
で
の
柔
軟
な

対
応
と
、
子
ど
も
達
が
自

分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
随

時
水
分
補
給
す
る
こ
と
を

周
知
し
て
い
る
。

④�

小
学
校
で
は
下
校
途
中
に

あ
る
公
共
施
設
や
企
業
に

児
童
の
休
息
場
所
と
し
て

の
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

　�

　
ま
た
、
下
校
時
で
の
警

戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
は
保

護
者
の
お
迎
え
、
教
員
の

付
き
添
い
等
で
対
応
し
て

い
る
。

　�

　
熱
中
症
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
徹
底
遵
守
と
児
童
、

教
員
、
保
護
者
に
対
す
る

啓
発
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
　
①�

主
と
し
て
、
暑
さ
指
数

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
を
対
応
の

判
断
基
準
と
し
て
い
る
。

学
校
園
現
場
の
実
測
値
に

基
づ
き
、
室
外
や
屋
外
活

動
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

②�

小
中
学
校
の
運
動
会
、
体

育
大
会
は
今
年
度
、
中
学

校
は
２
週
間
遅
ら
せ
９
月

下
旬
、
小
学
校
は
１
か
月

遅
ら
せ
10
月
19
日
に
変
更

し
た
。

　�
　
ま
た
、
中
学
校
で
は
夏

季
休
業
中
に
教
員
の
出
勤

時
間
を
１
時
間
早
め
、
涼

し
い
時
間
帯
に
部
活
動
を

実
施
す
る
。

③�

暑
さ
指
数
の
数
値
に
基
づ

答�
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行政事務改善委員会の様子

新設された学童施設（竜王小学校）

鎌
かまだ
田　勝

かつじ
治�議員

行政事務改善委員会の取組は問
答 一定の成果を上げたと評価し
さらに取り組む

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
は

問答
本
町
に
即
し
た
指
定
管
理
者
制
度
を
研
究
す
る

　
　
①�

運
営
を
町
の
指
定
管
理

に
す
る
考
え
は
。

②�

指
定
管
理
に
し
た
場

合
、
町
と
し
て
留
意
す

べ
き
点
は
。

③�

一
人
親
家
庭
等
に
対
す

る
更
な
る
支
援
を
行
う

な
ど
、
今
後
の
学
童
保

育
に
対
す
る
考
え
は
。

問　
　
①�

新
し
い
学
童
保
育
所
の
開

設
に
合
わ
せ
て
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
向
け

検
討
に
着
手
し
た
。

　�

　
本
町
に
即
し
た
指
定
管

理
者
制
度
を
研
究
す
る
。

②�

児
童
の
保
護
者
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
。

　�
　
利
用
さ
れ
る
児
童
の
事

を
第
一
に
考
え
、
安
全
で

適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活

の
場
を
提
供
で
き
る
か
。

　�

　
施
設
の
有
効
活
用
お
よ

び
効
率
的
な
運
営
が
可
能

か
な
ど
、
児
童
の
心
身
の

答�
識
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
と

総
括
し
て
い
る
。

②�

目
標
達
成
に
向
け
て
、
引

き
続
き
関
係
す
る
部
署
に

お
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。

③�

新
組
織
は
未
設
置
だ
が
、

未
達
成
の
課
題
を
関
係
部

署
で
随
時
検
討
し
て
い
る
。

④�

職
員
が
ス
キ
ル
の
向
上
等

を
果
た
し
た
場
合
、
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

も
反
映
で
き
て
い
る
。

⑤�

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
上
に

事
務
改
善
の
取
組
に
対
す

る
意
見
、
提
案
を
自
由
に

書
き
込
め
る
場
を
設
け

た
。

　
　
①�

短
期
目
標
全
て
を
達
成
す

る
等
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
評
価
し
、
若
手

職
員
の
事
務
改
善
で
の
意

答�

③�

近
隣
市
町
や
社
会
状
況
を

見
定
め
つ
つ
、
一
人
親
家

庭
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
取
り
組
む
。

健
全
な
育
成
が
で
き
る
能

力
の
あ
る
指
定
管
理
者
を

選
定
す
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　

①
活
動
の
評
価
は
。

②�

全
て
の
目
標
は
達
成
で

き
た
か
。
未
達
成
の
場

合
は
、
そ
の
原
因
と
課

題
は
。

③�

新
た
に
組
織
さ
れ
た
委

員
会
の
活
動
状
況
は
。

④�

各
委
員
の
評
価
に
対
す

る
具
体
的
な
取
組
は
。

⑤�
具
体
的
な
取
組
が
で
き

て
い
な
い
場
合
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
方
針
は
。

問
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進む中心核整備

中心核整備の財政計画の
提示を

問

答 それぞれの時期にその都度示す

企
業
誘
致
と
文
化
財
保
護
の

あ
り
方
は

問答

文
化
財
の
保
護
と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

　
　
今
回
、
新
た
な
企
業

誘
致
と
示
さ
れ
た
場
所
に

は
、
地
域
の
歴
史
遺
産
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た

古
墳
や
遺
跡
が
数
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
竜
王
町
は

緑
と
文
化
の
町
と
し
て
町

民
憲
章
に
も
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地

域
を
な
ぜ
開
発
地
区
に
入

れ
る
の
か
。

　
ま
た
古
墳
や
遺
跡
な
ど

は
そ
の
周
り
も
含
め
て
歴

史
遺
産
と
考
え
る
が
、
周

り
が
私
有
地
と
し
て
開
発

さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

問

と
も
連
携
し
な
が
ら
適
切
な

企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
。

　
開
発
行
為
と
文
化
財
の
関

係
は
、
開
発
と
保
護
を
相
反

す
る
対
立
軸
で
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
一
体
的
な
関
係
と

位
置
付
け
る
。

　
対
象
地
の
文
化
財
や
必
要

に
応
じ
て
そ
の
周
辺
の
景
観

に
つ
い
て
も
、
そ
の
希
少
性
、

歴
史
上
の
重
要
性
等
を
見
極

め
、「
守
る
べ
き
文
化
財
は

保
護
す
る
」
考
え
方
を
堅
持

す
る
。
文
化
財
の
保
護
と
開

発
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い

く
。

　
　
産
業
拠
点
の
適
性
を
把

握
す
る
た
め
、
各
種
調
査
を

実
施
し
、
候
補
地
に
遺
跡
包

蔵
地
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
が
、
竜
王
IC
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
性
や
立
地
に
対
し

て
地
権
者
に
肯
定
的
な
意
見

が
多
い
こ
と
か
ら
最
適
な
候

補
地
と
言
え
る
。
関
係
機
関

答�

　
　
何
度
も
中
心
核
整
備

の
財
政
計
画
の
提
示
を
求

め
て
き
た
が
、
町
は
ず
っ

と
「
そ
の
都
度
示
す
」
と

言
わ
れ
、
町
民
が
心
配
し

て
い
る
財
政
の
見
通
し
は

明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
町
長
選
挙
中
に

町
長
は
「
財
政
計
画
は
あ

り
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
町
民
に
中
心
核
整

備
の
進
捗
と
財
政
計
画
を

示
し
、
丁
寧
な
説
明
を
す

る
べ
き
で
は
。

問

　
　
中
心
核
交
流
・
文
教

ゾ
ー
ン
整
備
の
概
算
予
算

は
約
83
億
円
（
国
県
の
補

助
金
約
16
億
円
、
町
債
約

50
億
円
、
一
般
財
源
約
17
億

円
）
と
見
込
ん
で
い
る
。
町

債
の
償
還
に
つ
い
て
は
3
年

据
置
き
の
30
年
償
還
、
令
和

13
年
頃
に
ピ
ー
ク
で
年
間
約

2
億
3
千
万
円
の
償
還
予
定
。

　
中
長
期
の
財
政
計
画
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

示
す
。
整
備
の
進
捗
も
適
切

な
時
期
に
、
町
民
の
方
に
知

ら
せ
て
い
く
。

答�

橘
たちばな
　せつ子

こ
�議員

近江国薬師山四国八十八ヶ所霊場
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開発が待たれる鏡地先

女性等に配慮した避難所を問
答 配慮した避難所の運営に努める

　
　
災
害
時
の
避
難
所
で

は
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
男
性
が
課
題
に

気
づ
き
に
く
い
場
合
も
あ

り
、
女
性
や
乳
幼
児
、
高

齢
者
ら
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
大
き
な
災
害

が
起
こ
っ
た
時
に
、
配
慮

し
た
対
応
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

問

け
る
安
全
性
の
確
保
な
ど
、

女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運

営
に
努
め
る
」と
し
て
お
り
、

女
性
等
へ
の
配
慮
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
深

く
認
識
し
て
い
る
。

　
職
員
、
避
難
所
運
営
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
自
治
会
な
ど

の
地
域
住
民
が
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
の
研
修
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
避
難
所
に

お
け
る
女
性
へ
の
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
反

映
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

　
　
竜
王
町
地
域
防
災
計
画

で
は
、「
男
女
の
ニ
ー
ズ
の

違
い
、
男
女
双
方
の
視
点
等

に
配
慮
す
る
。
避
難
所
に
お

答�

Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
活
用

の
進
捗
は

問答
土
地
所
有
者
と
協
議
を
進
め
課
題
の
解
決
に
努
力

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
町
と
し
て
は
、
引
き
続

き
土
地
所
有
者
等
と
協
議
を

進
め
、
山
積
す
る
課
題
を
解

決
し
、
住
宅
地
以
外
の
可
能

性
も
含
め
有
効
な
土
地
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
令
和
５
年
第
２
回
定

例
会
に
お
い
て
、「
現
在

ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
」

質
問
し
た
回
答
で
は
、「
現

在
可
能
性
を
含
め
、
協
議

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
そ
の
他
の
用
途
の
可

能
性
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
引
き
続
き
土
地
所
有

者
等
と
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

問　
　
本
町
と
土
地
所
有
者
で

あ
る
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
協
議

状
況
は
、
代
理
人
で
あ
る
弁

護
士
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

本
町
の
対
応
と
し
て
、
住
宅

地
整
備
の
有
力
地
と
し
て
地

区
計
画
を
し
て
い
る
。

　
地
元
自
治
会
３
役
に
意
見

を
伺
い
、
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
き
、
住
宅
地
以
外
の
用

途
に
つ
い
て
是
非
を
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

答�

森
もりしま
島　芳

よしお
男�議員

避難所設営訓練（竜王西小学校）
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檻に捕獲された猪

竜
王
町
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
は

問答

指
定
暑
熱
避
難
施
設
な
ど
を
指
定

　
　
近
年
地
球
の
温
暖
化

が
進
み
、
今
年
も
酷
暑
と

な
っ
た
。
国
に
お
い
て
気

候
変
動
に
適
応
す
る
法
律

が
今
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
町
で
は
こ
れ
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
学
校
で

の
下
校
時
の
熱
中
症
対
策

は
。

問

大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子�議員

　
　
有
害
鳥
獣
の
猪
が
最

近
多
く
の
被
害
を
出
し
て

い
る
。
農
地
保
護
の
た
め

の
有
害
鳥
獣
対
策
の
柵
が

設
け
ら
れ
、
一
定
の
効
果

を
得
て
い
る
が
、
国
道
８

号
以
北
の
鏡
、
松
陽
台
等

農
地
の
な
い
所
は
柵
を
作

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の

暮
ら
し
や
生
命
を
守
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
柵

に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

問

企
業
に
、
児
童
の
休
憩
場
所

と
し
て
の
協
力
依
頼
を
し
て

い
る
。
下
校
時
間
帯
の
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
に

は
、
保
護
者
の
お
迎
え
依
頼
、

教
員
の
付
き
添
い
下
校
等
の

対
応
、
さ
ら
に
日
傘
や
帽
子

の
着
用
の
指
導
も
し
て
い
る
。

　
　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
出
た
時
に
は
防
災
無
線
、

「
し
る
み
る
竜
王
」
に
て
町

民
に
情
報
発
信
を
行
い
、
意

識
づ
け
を
図
る
。
ま
た
「
指

定
暑
熱
避
難
施
設
」
は
高
齢

者
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
で
き

な
い
方
に
冷
房
の
効
い
た
空

間
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
竜

王
町
総
合
庁
舎
、
防
災
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
を

指
定
し
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
る
。

　
小
学
校
で
の
登
下
校
時
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
下
校

ル
ー
ト
に
あ
る
公
共
施
設
や

答�
を
受
け
、
資
材
を
準
備
し
、

要
望
さ
れ
た
自
治
会
に
よ
る

直
営
施
工
で
柵
が
設
置
さ
れ

る
。
柵
の
補
修
や
周
辺
の
除

草
等
の
管
理
に
つ
い
て
も
自

治
会
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
農
地
の
な
い
地

域
で
は
現
在
、
国
の
交
付
金

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

獣
道
へ
の
檻
の
設
置
に
よ
る

捕
獲
や
、
防
災
無
線
な
ど
を

活
用
し
、
注
意
喚
起
や
情
報

提
供
に
努
め
て
い
る
。

　
町
外
で
は
緩
衝
帯
を
設
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
今
後
も
竜
王
町
猟
友
会
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
猪
、
鹿
用
侵
入
防
止
柵

設
置
は
、
農
作
物
被
害
防
止

を
目
的
に
竜
王
町
獣
害
対
策

協
議
会
が
国
か
ら
の
交
付
金

答�

猪
いのしし

の柵
さく

の設置についての
考えは

問

答 檻
おり

の設置や注意喚起に努める

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）に貼られているポスター
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農地の維持管理に欠かせない草刈り

新小学校造成工事は進んでいく（図書館北側）

基幹産業の農業と農家を
どう守るのか

問

答 地域・まちづくりの視点で取り組む

中
心
核
整
備
計
画
の
見
直
し

と
財
政
計
画
は

問答

現
時
点
で
は
適
切
な
財
政
運
営
が
可
能

　
　

①�

獣
害
対
策
と
生
産
性
向

上
の
取
組
の
成
果
は
。

②�

担
い
手
や
後
継
者
育
成

の
取
組
の
成
果
は
。

③�

地
域
計
画
の
現
状
と
課

題
は
。

④�

基
幹
産
業
は
「
農
業
」

で
あ
る
こ
と
に
ゆ
る
ぎ

な
い
か
、
そ
の
根
拠
は
。

問

②�

現
在
、
集
落
営
農
で
５
集

落
を
支
援
、
青
年
就
農
支

援
で
２
名
が
新
規
に
就
農

さ
れ
た
。

③�

７
月
末
で
６
地
域
が
策
定

し
た
。
今
後
も
時
点
修
正

な
ど
進
捗
管
理
が
必
要
で

あ
る
。
町
と
し
て
の
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
取
り
組
む
。

④�

面
積
の
約
３
割
を
農
地
が

占
め
る
本
町
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
を
良
好
な
状
態
に

維
持
管
理
し
、
食
の
中
心

と
な
る
農
産
物
の
生
産
を

行
う
こ
と
が
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
根
拠
に
足
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
①�

獣
害
対
策
は
、
引
き
続
き

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、

連
携
し
取
り
組
む
。
生
産

性
向
上
に
関
し
、
ス
マ
ー

ト
農
業
導
入
補
助
を
創
設

し
て
い
る
。

答�

若
わかい
井　政

まさひこ
彦�議員

　
　
町
の
予
算
規
模
を
は

る
か
に
超
え
る
新
小
学
校

等
建
設
事
業
費
83
億
円

に
、
住
民
は
「
大
丈
夫

か
？
」と
心
配
し
て
い
る
。

居
住
ゾ
ー
ン
、
複
合
ゾ
ー

ン
は
事
業
費
・
時
期
と
も

に
全
く
不
透
明
で
あ
る
。

　
計
画
の
見
直
し
と
経
費

節
減
へ
の
考
え
は
。

　
不
安
を
払
拭
す
る
財
政

計
画
を
住
民
に
明
ら
か
に

す
べ
き
で
な
い
か
。

問

よ
び
既
に
借
り
入
れ
て
い
る

償
還
も
含
め
、
財
政
健
全
化

に
つ
い
て
現
時
点
で
試
算
す

る
と
、
適
切
な
財
政
運
営
が

可
能
で
あ
る
。

　
　
新
小
学
校
、こ
ど
も
園
、

学
童
保
育
施
設
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
構
想
の
中
で
施
設

の
再
整
備
が
計
画
さ
れ
、
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
よ

り
子
育
て
環
境
の
向
上
に
資

す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の
整

備
以
外
に
、
今
後
の
町
の
公

共
施
設
等
の
大
規
模
改
修
、

長
寿
命
化
等
の
建
設
事
業
お

答�

No.209 議会だより
りゅうおう 16

一 般 質 問



境界確定が困難な
保安林と普通林が混在する山中地区

どうなるのか若者の少ない小自治会運営
（一般的な日本の田園地帯風景）

　
　
山
中
地
区
の
広
大
な

山
林
を
含
め
た
有
効
的
な

土
地
利
用
の
検
討
は
。

問

土
地
利
用
構
想
図
に
お
い
て

住
宅
用
地
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
一
方
、
周
辺
に
は

過
去
に
民
間
に
よ
っ
て
開
発

を
計
画
さ
れ
た
が
完
成
に
は

至
っ
て
い
な
い
エ
リ
ア
が
あ

り
、
町
と
し
て
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て

は
【
仮
称
】
野
洲
竜
王
湖
南

広
域
幹
線
道
路
を
野
洲
・
湖

南
・
竜
王
総
合
調
整
協
議
会

で
要
望
し
て
い
る
。
山
中
橋

付
近
の
交
差
点
改
良
は
、
こ

の
幹
線
道
路
の
ル
ー
ト
と
関

連
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
県
と
し
っ
か
り
連
携
し

て
い
く
。

　
　
町
道
八
重
谷
甲
西
線
周

辺
は
、
保
安
林
と
普
通
林
が

混
在
し
公
図
混
乱
エ
リ
ア
で

あ
る
。
土
地
の
有
効
利
用
に

は
、
ま
ず
敷
地
同
士
の
境
界

が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
土
地
の
特
定
は
、
当

該
地
の
全
て
の
土
地
所
有
者

の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば

実
現
で
き
ず
、
大
変
困
難
で

あ
る
。

　
山
中
集
落
や
さ
く
ら
団
地

に
隣
接
し
た
農
地
は
、
第
七

次
竜
王
町
国
土
利
用
計
画
の

答�
山中地区の活性化は問

答 山林は公図混乱地で境界の特定が困難
澤
さわだ
田　満

みちお
夫�議員

少
子
高
齢
化
で
の
小
自
治
会
の
課

題
支
援
は

問答

自
治
会
と
町
が
自
立
し
た
関
係
を
基
に
支
援

　
　
小
集
落
の
維
持
活
性

化
の
課
題
に
町
と
し
て
ど

う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

問

ぐ
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
が

あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
自
治

会
ご
と
に
各
世
代
の
人
口
割

以
外
に
均
等
割
や
地
積
割
等

に
加
え
て
、
小
自
治
会
に
支

援
加
算
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
更
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
、
自
治
会
と

町
が
自
立
し
た
関
係
を
基
本

に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
人
口
減
少
や
生
活
ス
タ

イ
ル
、
価
値
観
の
多
様
化
等

に
よ
り
自
治
会
運
営
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
、

課
題
解
決
に
「
自
治
会
×
行

政
」「
自
治
会
×
区
民
」「
自

治
会
×
自
治
会
」
の
ス
テ
ー

ジ
別
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
「
自
治
会
×
区
民
」

は
、
重
要
且
つ
大
変
難
し
い
。

そ
の
中
で
、
対
策
の
一
つ
の

自
治
会
間
の
連
携
は
、
話
し

合
い
が
進
ん
で
い
き
、
必
要

で
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
く
。

　
歴
史
と
伝
統
の
継
承
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
と
密
接
に

関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
自
治

会
内
で
の
話
し
合
い
の
中
で

議
論
の
整
理
を
支
援
す
る
事

は
町
と
し
て
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
集
落
支
援
制
度
と

し
て
「
竜
王
町
未
来
へ
つ
な

答�
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桐原橋付近を走行する新幹線

健康麻雀（生涯現役事業）

「竜ウォーク」の一例

　しかし現代、移動手段や通信機器の発達などで生活環境が大きく変化し、歩く機
会が減少したことでこの本来の歩き方が損われ、歩くことで膝や腰を痛めたり過度
に疲れたりする人が増えています。
　「身体を痛めず・疲れすぎることなく歩ける力」を引き出しましょう。そのために
必要な「からだづくり」と「歩き方」を日々のトレーニングで身につけましょう。そして、
ながーく（長い時間・長い距離・何歳になっても）歩けるようになりましょう。

　健康のために歩くことは非常に大切です。歩くことは、高血圧・肥満・糖尿病・動脈
硬化の改善、骨の強化など身体の健康に効果があります。また歩くことで、幸福感を
生む脳内物質が分泌されることも分かっており、心の健康にも役立ちます。

歩くことで身体と心は健康に

❶

❷
❸

【胸から歩こう】【胸から歩こう】【胸から歩こう】【胸から歩こう】
　歩行というと足を前に出して進む
イメージがありますが、実際は上半身が
先に進みます。胸から歩くイメージです。
　❶上半身が先に前に進み、❷それ
に伴って支えている側の脚が前に倒れ
ます。この倒れる力が前方へ進む力に
なります。❸上半身を追いかけるよう
に反対の脚が出ます。

　しかし現代、移動手段や通信機器の発達などで生活環境が大きく変化し、歩く機
会が減少したことでこの本来の歩き方が損われ、歩くことで膝や腰を痛めたり過度
に疲れたりする人が増えています。
　「身体を痛めず・疲れすぎることなく歩ける力」を引き出しましょう。そのために
必要な「からだづくり」と「歩き方」を日々のトレーニングで身につけましょう。そして、
ながーく（長い時間・長い距離・何歳になっても）歩けるようになりましょう。

　健康のために歩くことは非常に大切です。歩くことは、高血圧・肥満・糖尿病・動脈
硬化の改善、骨の強化など身体の健康に効果があります。また歩くことで、幸福感を
生む脳内物質が分泌されることも分かっており、心の健康にも役立ちます。

歩くことで身体と心は健康に

❶

❷
❸

【胸から歩こう】【胸から歩こう】【胸から歩こう】【胸から歩こう】
　歩行というと足を前に出して進む
イメージがありますが、実際は上半身が
先に進みます。胸から歩くイメージです。
　❶上半身が先に前に進み、❷それ
に伴って支えている側の脚が前に倒れ
ます。この倒れる力が前方へ進む力に
なります。❸上半身を追いかけるよう
に反対の脚が出ます。

　
　
本
町
の
定
住
振
興
や

観
光
振
興
に
と
っ
て
、
Ｊ

Ｒ
篠
原
駅
か
ら
近
距
離
で

の
東
海
道
山
陽
新
幹
線
新

駅
の
誘
致
は
、
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
滋
賀

県
に
２
か
所
目
の
新
駅
誘

致
に
つ
い
て
の
町
長
の
考

え
は
。

問

避
駅
を
整
備
す
る
必
要
性
が

無
く
な
り
、
Ｊ
Ｒ
が
主
体
的

に
新
駅
設
置
に
取
り
組
む
こ

と
は
考
え
に
く
い
。

　
地
元
が
建
設
費
用
を
全
額

負
担
す
る
請
願
駅
で
の
設
置

し
か
望
め
ず
、
物
価
高
騰
も

相
ま
っ
て
そ
の
負
担
は
多
大

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本

町
も
含
め
関
係
市
町
で
住
民

合
意
を
得
る
の
は
相
当
難
し

い
。

東近江地域に新幹線新駅の
誘致を

問

答 住民合意を得るのは相当難しい

高
齢
者
へ
の
生
き
が
い
対
策
は

問答
『
竜
ウ
ォ
ー
ク
』
通
じ
て
生
き
が
い
支
援

　
　
竜
王
ス
マ
イ
ル
エ
イ

ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
２
０
２
４

で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
各

施
策
を
展
開
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
の
基

本
施
策
２
「
生
き
が
い
の

あ
る
暮
ら
し
へ
の
支
援
」

と
し
て
、
町
で
取
り
組
ん

で
い
る
主
な
事
業
と
課
題

や
対
応
策
は
。

問

　
　
本
町
が
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
る
生
涯
現

役
事
業
「
い
つ
ま
で
も
元
気

ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
健
康
麻
雀
、
ヨ
ガ
体
操
、

ミ
シ
ン
講
座
、
は
じ
め
て
の

農
園
活
動
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　
一
方
、
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
介
護
認
定
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
が
、
数
年
後
に
は

答�

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
急
増
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
骨
・
筋
肉
・
関

節
・
神
経
な
ど
の
運
動
器
等

の
低
下
を
予
防
す
る
取
組
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策

と
し
て
『
竜
ウ
ォ
ー
ク
』
の

取
組
を
通
じ
て
生
き
が
い
の

あ
る
暮
ら
し
の
継
続
を
支
援

し
て
い
く
。

内
うちやま
山　英

えいさく
作�議員

　
　
新
幹
線
車
両
改
良
で
の

運
転
速
度
の
向
上
に
よ
り

「
京
都
〜
米
原
」
間
で
は
待

答�
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新小学校横に建設予定

通学費が助成されている路線バス

中
なかむら
村　匡

まさき
希�議員

　
　
中
心
核
整
備
費
用
が

55
億
円
か
ら
83
億
円
に

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
次

の
点
を
伺
う
。

①�

実
質
公
債
費
比
率
の
見

通
し
は
。

②
他
事
業
へ
の
影
響
は
。

③�

83
億
円
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

費
は
含
ま
れ
る
の
か
。

問

中心核整備費用等の見通しは問
答 適切な財政運営が可能である

年
間
で
約
7.5
億
円
と
な

る
。
実
質
公
債
費
比
率
は

令
和
17
年
度
頃
に
16
％
と

な
る
見
込
み
で
、
適
切
な

財
政
運
営
が
可
能
で
あ
る
。

②�

整
備
費
の
増
加
に
よ
る
他

事
業
へ
の
影
響
は
少
な
い

と
考
え
て
い
る
。

③�

整
備
費
の
一
部
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
の
、
総
額
に

つ
い
て
は
今
後
、
町
公
民

館
の
機
能
を
ど
の
よ
う
な

形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
付
加
す
る
か
検
討

す
る
中
で
精
査
し
て
い
く
。

　
　
①�

町
全
体
の
起
債
の
償
還
は

令
和
15
年
度
頃
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
公
債
費
全
体
は

答�

三
みやけ
宅　政

まさひと
仁�議員

学生通学費助成制度の現状は問
答 町内の高校生の約24%が利用

　
　
近
江
鉄
道
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
共
同
で
全
学
生
を

対
象
に
通
学
定
期
代
の
補

助
お
よ
び
夜
間
特
別
便
の

運
行
を
行
っ
て
い
る
が
、

次
の
点
を
伺
う
。

①�

半
額
補
助
お
よ
び
補
助

上
限
１
万
円
の
根
拠
は
。

②�

制
度
利
用
者
の
割
合
は
。

③�

補
助
対
象
外
の
割
合
は
。

問

ぼ
す
べ
て
の
人
は
半
額
補

助
を
受
け
、
実
質
８
０
０�

０
円
で
利
用
し
て
い
る
。

②�

町
内
の
高
校
生
の
約
24
％
、

85
名
が
利
用
。

③�

一
概
に
補
助
対
象
外
の
割

合
は
出
せ
な
い
が
、
約
30

名
程
度
の
方
は
制
度
利
用

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
方
は
、
他
の
自

治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
月
６
０
０
０
円
で
利

用
で
き
る
。

　�

　
今
後
は
、
路
線
バ
ス
等

の
公
共
交
通
維
持
の
た

め
、利
用
者
増
加
を
図
る
。

　
　
①�

制
度
開
始
時
の
通
学
定
期

の
最
高
額
が
１
万
９
９
６�

０
円
で
、
満
額
補
助
も

考
え
た
が
、
定
期
シ
ス

テ
ム
が
当
時
は
区
間
定

期
で
あ
り
、
町
外
を
発

着
す
る
違
う
路
線

バ
ス
に
乗
り
換
え

る
場
合
は
補
助
で

き
な
い
た
め
上
限

を
１
万
円
と
し

た
。
な
お
、
現
在

は
定
期
シ
ス
テ
ム

は
金
額
式
定
期
と

な
り
定
期
記
載
の

金
額
内
の
区
間
で

あ
れ
ば
ど
の
路
線

も
利
用
可
能
。
ま

た
、
定
期
代
の
平

均
は
１
万
６
０
０�

０
円
で
あ
り
、
ほ

答�
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
の
決
算
審

査
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
か
を
し
っ
か
り
と
確
認

し
ま
し
た
。
来
年
度
の
事
業
が
無
駄
な

く
進
む
よ
う
、
議
論
を
重
ね
た
内
容
は
、

今
後
の
政
策
に
し
っ
か
り
と
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
竜
王
町
の
発
展
を
目
指
し

て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
が
、
町

の
未
来
を
つ
く
る
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
お
体
に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
竜
王
町
を
よ
り
良
い
ま

ち
に
し
て
い
け
る
よ
う
引
き
続
き
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

橘　

せ
つ
子

委　
　

員　

中
村　

匡
希

委　
　

員　

大
橋　

裕
子

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

編
集
後
記

表 紙　

秋
の
風
が
心
地
よ
い
季
節
、
町
内
の
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
21

日
（
土
）
に
は
竜
王
中
学
校
の
輝
竜
祭 

体
育
の
部

が
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ
る
姿
を
拝
見

し
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
強
さ
と
町
の
未
来

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
力
で
競
技
に
臨

む
子
ど
も
た
ち
や
、
力
を
合
わ
せ
て
応
援
す
る
生
徒

と
保
護
者
た
ち
。
そ
の
一
体
感
の
中
に
、
町
の
絆
や

活
力
が
息
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ
、
わ
た
し
た
ち
も

大
き
な
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

体
育
祭
で
学
ぶ
　

�

全
力
の
姿
勢

えがおのポパイ　代表　大前セツ子

　令和元年11月、道の駅竜王かがみの里は、
地産地消の推進や食品ロス削減に取り組む
「SDGs宣言」をされました。
　私は、この記事を見て、道の駅もお客様も
わたしたちもみんなが笑顔になれる取組とし
て「具だくさんみそ汁（150円）」と「竜王
産のごはん（100円）」を販売して応援した
いと思いました。
　現在のメンバーは12名。野菜切と販売の
チームを組み、第１・第３日曜日の販売に頑
張っています。
　笑顔で「おいしかったわ」と言って頂くこ
とに喜びを感じ、大きな声での呼び込みや知

らない方との触れ合いが認知症予防に繋
つな
がる

なら最高の場所だと思います。
　ランチ会で意見交換をしながら見直しにも
余念がありません。これからも「笑顔で楽し
みながら」をモットーに進みます。

笑顔で広がる竜王町応援隊
シリーズ　　がんばる私たち

聖火入場
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王
町
議
会
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発
行
・
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